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＜通常総会のお知らせ＞ 
2023 年度通常総会を 5 月 27 日（土） 

午前 10 時 00 分から京丹波町商工会瑞

穂支所で開催します。 

 会員の皆様には、ご出席いただけま

すよう、よろしくお願いいたします。 

 

新聞広告をカラフルに使用して、利用者さんに

鯉のぼりを作成してもらいました。  

4 月からフロア壁に設置した木のモニュメント

にレイアウト。 自分たちが作った鯉のぼりを眺め

ながら、「綺麗やなぁ～」「可愛らしいなぁ～」と微

笑んでおられました。 
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『生
き
るL

iving

』(

二
〇
二
二)

 

 

黒
澤
明
の
『
生
き
る
』(

一
九

五
二)

が
イ
ギ
リ
ス
で
リ
メ
イ

ク
さ
れ
た
。
東
宝
の
マ
ー
ク
か

ら
始
ま
り
、Th

e E
n

d

と
終
わ

る
の
が
う
れ
し
い
。 

 

役
者
で
映
画
を
見
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
い
。
で
も
、
イ
ギ

リ
ス
な
ら
ビ
ル
・
ナ
イ
が
出
て

い
れ
ば
、
と
に
か
く
見
る
。
大

好
き
な
俳
優
だ
。
前
作
が

『M
in

am
ata

ミ
ナ
マ
タ
』(

二

〇
二
一)

の
編
集
者
役
。『
ラ
ブ
・

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
』(

二
〇
〇
三)

で
は
、
落
ち
目
の
老
い
た
ロ
ッ

ク
歌
手
。
『
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

ホ
テ
ル
で
会
い
ま
し
ょ
う
』

(

二
〇
一
二)

で
は
、
イ
ン
ド
で
同

宿
す
る
年
と
っ
た
イ
ギ
リ
ス

人
た
ち
の
一
人
。
『
マ
イ
ブ
ッ

ク
シ
ョ
ッ
プ｣

(

二
〇
一
八)

で
は
、

漁
村
で
書
店
を
開
い
た
女
性

に
お
ま
か
せ
で
本
を
届
け
て

も
ら
う
孤
独
な
金
持
ち
の
老

人
と
、
暗
い
話
か
ら
喜
劇
ま
で

何
で
も
あ
り
。
『
シ
ョ
ー
ン
・

オ
ブ
・
ザ
・
デ
ッ
ド
』(

二
〇
〇

四)

で
は
、
ま
ぬ
け
な
ゾ
ン
ビ

ま
で
や
っ
て
い
る
。
こ
の
人
が

胃
が
ん
で
余
命
半
年
宣
告
を

受
け
る
市
役
所
の
課
長
、
志
村

喬
の
役
を
演
じ
る
。 

 
黒
澤
版
と
較
べ
て
、
ず
い
ぶ

ん
サ
ラ
ッ
と
し
た
イ
ギ
リ
ス

紳
士
の
「
生
き
る
」
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。
尺
数
が
四
〇
分
も

短
い
。
監
督
は
南
ア
フ
リ
カ
の

オ
リ
バ
ー･

ハ
ー
マ
ナ
ス
。
イ

ギ
リ
ス
社
会
か
ら
一
定
の
距

離
を
お
き
、
イ
ギ
リ
ス
ら
し
さ

の
ド
ッ
プ
リ
感
を
避
け
よ
う

と
し
た
製
作
姿
勢
が
、
逆
に
イ

ギ
リ
ス
映
画
ら
し
い
。 

 

脚
本
を
担
当
し
た
カ
ズ
オ
・

イ
シ
グ
ロ
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

受
賞
講
演
で
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
ー

ク
ス
の
『
特
急
二
十
世
紀
』(

一

九
三
四)

に
ふ
れ
て
い
る
。
ビ

ル
・
ナ
イ
が
転
職
し
た
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
と
見
る
映
画
に
も
同

監
督
の
『
僕
は
戦
争
花
嫁
』(

一

九
四
九)

を
選
ん
で
い
る
。
彼
の

小
説
に
映
画
が
大
き
く
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。 

『生
き
る
』(

一
九
五
二) 

 

見
直
す
た
び
に
ど
こ
を
と
っ

て
も
、
こ
の
映
画
の
密
度
の
高

さ
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
。
ま
ず

は
橋
本
忍
、
小
國
英
雄
、
黒
澤

明
に
よ
る
脚
本
の
ガ
ッ
シ
リ

し
た
構
造
が
決
定
的
だ
。
晩
年

の
『
八
月
の
狂
詩
曲
』(

一
九
九

一)

、
『
ま
あ
だ
だ
よ
』(

一
九
九

三)

の
食
い
足
り
な
さ
は
、
黒

澤
単
独
の
脚
本
の
せ
い
だ
と

思
う
。 

 

余
名
わ
ず
か
の
志
村
喬
が
、

小
田
切
の
快
活
さ
に
触

発
さ
れ
、
人
生
最
後
の
や

る
気
を
出
す
。
途
端
に
志

村
の
お
通
夜
の
場
面
と

な
る
。
こ
の
構
成
が
す
ご

い
。
あ
と
は
通
夜
の
席
で

部
下
た
ち
が
故
人
の
仕

事
を
回
想
し
て
ゆ
く
。
こ

の
集
団
会
話
劇
の
面
白

さ
は
類
を
見
な
い
。 

有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家 

写真は『生きるｌｉｖｉｎｇ』の舞台となったロンドン市役所(1984年筆者撮影) 

『生きる living』のビル・ナイ(1949～ ) 

<第 3 回> 
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そ
れ
に
し
て
も
、
役
者
た
ち

の
演
技
が
す
ば
ら
し
い
。
志
村

の
息
子
役
金
子
信
雄
で
す
ら

影
が
う
す
い
。
以
下
、
何
人
か

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
お

く
。 

志
村
喬 

 

こ
の
時
、
四
七
歳
で
あ
る
。

父
が
三
菱
生
野
鉱
業
所
の
冶

金
技
師
で
朝
来
の
生
野
生
ま

れ
。
ち
な
み
に
橋
本
忍
は
下
流

の
市
川
の
生
ま
れ
で
、
各
々
記

念
館
が
生
地
に
あ
る
。
祖
父
は

山
内
容
堂
の
臣
下
で
、
鳥
羽
伏

見
の
戦
い
で
隊
長
と
し
て
出

陣
し
て
い
る
。
「
ゴ
ン
ド
ラ
の

唄
」(

ビ
ル
・
ナ
イ
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
民
謡｢

ナ
ナ
カ
マ
ド

の
木｣)

を
二
回
歌
う
が
、
マ
キ

ノ
雅
弘
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
時
代

劇
『
鴛
鴦

お

し

ど

り

歌
合
戦
』(

一
九
三
九)

で
も
た
っ
ぷ
り
歌
っ
て
い
る
。

共
演
の
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ネ
の
推

薦
で
テ
イ
チ
ク
か
ら
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
た
ほ
ど
。 

 

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
に
は
、

博
の
国
文
学
者
の
父
親
役
で

４
本
に
出
演
し
て
い
る
。
中
で

も
妻
の
葬
儀
に
家
族
が
備
中

高
梁
に
集
ま
る
『
寅
次
郎
恋

歌
』(

一
九
七
一)

は
、
小
津
の

『
東
京
物
語
』
と
ほ
ぼ
同
じ

設
定
で
あ
る
。
笠
智
衆
も
小

津
映
画
の
中
で
何
度
も
歌
っ

て
い
る
。
尾
道
と
高
梁
は
直

線
距
離
で
５
０
キ
ロ
ば
か
り
。 

小
田
切
み
き 

 

志
村
に
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
与
え
る
市
役
所
か
ら
転

職
す
る
娘
、
小
田
切
と
よ
を
演

じ
る
。
以
後
、
そ
の
役
名
を
芸

名
と
し
た
。
夫
は
安
井
昌
二
で
、

二
人
の
子
供
、
四
方

よ

も

正
美
、
晴

美(

四
方
は
安
井
の
本
名)

と

家
族
で
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
人
気
番
組

『
パ
パ
の
育
児
手
帳
』
に
出
演
。

そ
の
後
、
晴
美
は
同
局
『
チ
ャ

コ
ち
ゃ
ん
』
シ
リ
ー
ズ
で
さ
ら

に
人
気
者
と
な
る
。
六
〇
年
代

の
話
で
あ
る
。 

中
村
伸
郎 

 

小
樽
で
銀
行
頭
取
を
し
て

い
た
小
寺
芳
次
の
十
一
人
き

ょ
う
だ
い
の
末
子
。
長
女
夫
婦

の
養
子
と
な
り
、
中
村
姓
に
な

る
。
父
の
中
村
悦
は
小
松
製
作

所
の
初
代
社
長
。
こ
う
い
う
育

ち
か
ら
か
社
会
的
地
位
の
高

い
役
が
多
い
。
『
生
き
る
』
で

は
何
と
も
陰
湿
な
助
役
で
、
救

い
よ
う
の
な
い
手
合
い
を
演

じ
る
。
小
津
映
画
の
愛
す
べ
き

重
役
や
大
学
教
授
と
二
本
立

て
で
見
れ
ば
、
そ
の
う
ま
さ
が

堪
能
で
き
る
。 

宮
口
精
二 

 
 

中
村
の
助
役
に
使
わ
れ
る

や
く
ざ
だ
が
、
ワ
ン
カ
ッ
ト
だ

け
で
、
も
の
す
ご
く
こ
わ
い
。

本
所
の
生
ま
れ
で
父
は
大
工

と
い
う
か
ら
、
ほ
ぼ
江
戸
落
語

の
世
界
で
育
っ
て
い
る
。
久
保

田
万
太
郎
ら
の
一
九
三
七
年

文
学
座
結
成
に
杉
村
春
子
ら

と
参
加
。
一
九
七
〇
年
か
ら
演

劇
季
刊
誌
『
俳
優
館
』
を

41

号
ま
で
発
行
し
た
。
こ
こ
か
ら

単
行
本
化
さ
れ
た
一
冊
に
中

村
伸
郎
の
『
お
れ
の
こ
と
な
ら

放
と
い
て
』(

早
川
文
庫
一
九
八
九)

が
あ
る
。
宮
口
精
二
を
詠
ん
だ

句
が
ふ
た
つ
載
っ
て
い
る
。 

〈
丁
字
匂
う
宮
口
精
二
と
別

れ
来
て
〉 

〈
老
け
役
者
二
人
の
酒
や
初

鰹
〉 

 

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
に
は
二

本
、
小
説
家
役
で
出
て
い
る
。 

  

そ
の
他
、
左
卜
全
、
田
中
春

男
、
藤
原
釜
足
、
千
秋
実
、
日

森
新
一
、
木
村
功
、
伊
藤
雄
之

助
、
加
藤
大
介
な
ど
何
と
も
す

ご
い
役
者
陣
で
あ
る
。
必
見
中

の
必
見
映
画
で
あ
る
。 

『生きる』での志村喬(1905～1982) 

小田切みき 

(1930～2006) 

 中村伸郎 

(1908～1991) 

宮口精二 

(1913～1985) 



 

 

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸接骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 

 

 （五十音順） 

 

編 

集 

後 

記 

５
月
８
日
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
等
の
扱
い
と
な
る
「 

５ 

類
」に

引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
３

月
１
３
日
か
ら
、
マ
ス
ク
の
着
用

ル
ー
ル
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
個

人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た 

▼
し
か
し
な
が

ら
３
年
に
も
及
ぶ
マ
ス
ク
生
活
で

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
に
抵
抗
を

お
ぼ
え
る
人
も
多
い
の
で
し
ょ

う
。
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
る
人
は

あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
そ
の

理
由
は
感
染
予
防
だ
け
で
な

く
、
別
の
理
由
も
影
響
し
て
い
る

よ
う
で
す 

▼
「 

顔
パ
ン
ツ
」と
い

う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ

る
で
し
ょ
う
か
？ 

人
前
で
素
顔

を
さ
ら
す
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ 

「 

マ
ス
ク
を
外
す
こ
と
は
下
着

を
脱
ぐ
の
と
同
じ
よ
う
に
恥

ず
か
し
い
」と
い
う
心
理
状
態

を
比
喩
的
に
表
現
し
た
言
葉

で
、
昨
年
の
流
行
語
大
賞
に
も

「 

顔
パ
ン
ツ
」が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
ま
し
た
。 

実
際
、
１
０
代
・

２
０
代
の
女
性
の
半
数
以
上
が

「 

顔
パ
ン
ツ
」と
い
う
気
持
ち

に
理
解
を
示
し
、
マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
を
恥
ず
か
し
い
と
感
じ

る
人
も
い
る
よ
う
で
す 

▼
た

だ
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と
表
情

を
読
み
取
れ
な
い
こ
と
も
多

く
、
こ
こ
数
年
で
知
り
合
っ
た

方
な
ど
は
、
マ
ス
ク
姿
し
か
見

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の

で
、
ま
た
コ
ロ
ナ
前
の
よ
う
に

素
顔
で
語
り
合
え
る
日
が
来

る
の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。  

 
 

〈 

編
集
子
〉 

 

介護関連本の紹介 

クローバーは今年 25 年目を迎えます。 この法人の立ち上げ

から尽力してこられた前任者からの引継ぎということで、身の引

き締まる思いです。 

これまで前任者や先輩方々に支えられ、一緒に働いてきて、多

くの事を学びました。 どんな時でも“その人”の味方。 辛いとき、

悲しいとき、“その人”と家族の困りごとに向き合い、嬉しいときも

一緒に笑って、喜んでその瞬間を分かち合う。 そうすることで自

然と信頼関係が築かれる。そう思っています。  

これからも自分のカラーを見失わず、“その人”の味方でありた

いと思います。 石田 佳寿子（いしだ かずこ） 

 

【お知らせ】ケアマネジャー・新管理者 

筧 裕介（著） / ライツ社 

 

昨年 NHK E テレで番組化されたことで話題を呼び、今年 3月 30 日

にも続編の「ようこそ認知症の世界へ（春号）」が放送されました。 

認知症の症状や介護のことを医療従事者や、介護者視点で説明した

本が多い中、この本は認知症の人の視点で「認知症の人が今いる世界

はどうなのか？」をイラストと共にわかりやすく説明してくれています。  

認知症の症状を架空の村や、場所に例え、その世界を認知症の人と

共に旅するような構成になっており、楽しんで読むことができました。 


